
問合せ先

令和４年度

所管部・課 作成日

歳入 18 正職員 0 修正日

歳出 1,625
会計年度
任用職員

3 評価日

項目 R1実績 R2実績 R3実績 R4目標 R4結果

1 市民

設置目的に合致したサービス
の提供

企画展年２回以上実施

4回 3回 3回 2回以上 ３回 Ｂ：達成

2 市民

基準利用者数の達成 年間利用者数3,000人
以上 3,165 2,403 3,130

3,000人
以上

3,297人

・R4の目標には、他施設利用開
催事業の見込入場者数は含ま
ない

Ａ：達成
（優）

3 業務

他施設との連携 他施設との年間共同開
催1件以上 1件 1件 1件 1件以上 １回

・いわむろや
・石川与五右衛門展

・所蔵品の展示

Ｂ：達成

4 業務

安全確保体制の確立 防火訓練年１回以上実
施 2回 2回 2回 1回以上 ２回 Ｂ：達成

5 人材

郷土資料館展示企画展の企
画・運営に市民活動協力者の
関与を積極的に図る

活動協力者の積極的な
協力を展開する年1回
以上

２回 ０回 ０回 1回以上 ４回 Ｂ：達成

6 人材

人材育成 職員研修年１回以上実
施 — — — １回以上 １回 Ｂ：達成

7

8

9

10

・石川与五栄門展は、砂丘館、妙
光寺と共同開催した。
・実施結果は、№１に含めた。

・　所蔵品及び施設の適切管理に努めるとともに、利用者からの要望に対して迅速に対応し、利用し
やすい施設であるように努め、稼働率の向上や利用者数の増加を図ります。
・　業務の効率化を図り、運営費の削減及び利用者の安全管理に努めます。
・　コロナ禍の状況を見据えながら、「のぞきからくり」の実演を公開する機会を図るように努めます。

・新型コロナ感染症の影響は続いたが、企画展を実施することができた。のぞきからくりの実演も、感染対策を徹底し再開できた。
・企画展の実施やのぞきからくりの実演再開で通常の活動に戻りつつあり、通年の来館者数は増加した。
・今後は、通常の年間計画に戻し業務を遂行する。また、のぞきからくり継承のための口上師育成練習会を再開し充実を図る。
・近隣の小学校を訪問し、資料館の説明と学校教育への活用を働きかけた。今後も働きかけを継続し、主に小学校の
　地域学習への興味、関心を高め活用を推進していきたい。

・「のぞきからくりの」の実演を再開し
た。しかし、口上師の後継者育成の
練習会はできなかった。

・「のぞきからくり」の実演再開
・口上師の練習会の再開

コンプライアンス研修
ハラスメント防止研修
情報セキュリティ研修など

・ハラスメント研修を受講する。

・年２回の消防訓練及び避難訓練
を実施した。２回とも、消防署員の
立会で行った。

取り組みについて（目標設定の考え方など） 総合評価　（評価を踏まえた課題分析・方向性など）

・防火訓練

・出会いの中から生まれたコレ
クション展・巻菱湖展
・石川与五栄門展

・予定通り実施できた。

・学校教育関係やのぞきからくりの
実演再開等で、増加した。

　巻地区の考古、歴史、民俗その他の郷土資料を収集し、保存し、及び公開することにより、
市民の歴史及び文化に対する理解を深めるとともに、市民文化の向上に資する。

目標 参考・補足

巻郷土資料館　0256－72－6757公の施設目標管理シート　（直営）

年度

視点
評価指標

施設名

No. 評価

当初人員(人） R4.6.29新潟市巻郷土資料館
西蒲区地域総務課
（巻文化会館）

当初予算（千円）

R5.7.20

主な事業等
目標達成状況
未達成理由


